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1940年代前半『福岡県教育』掲載記事の分析

国民学校令の実施をめぐって

新谷恭明

はじめに

昭和16(1941）年12月8日、日本は太平戦争に突入した。そして昭和20(1945）年8

月に敗戦を迎えるが、 1940年代前半というのはほぼこの時期に相当する。この時期の福

岡県教育会の活動については『福岡県教育百年史Jにはほとんど記載がない。しかし、

国民学校という制度が発足し、日本が戦争の泥沼に踏み込んで、いった時期なのであるか

ら、教育会の果たした役割は大きかったと考えられるのだが、いかんせん福岡県に関し

ては教育会の姿は通史には登場してこないのである。であるから、昨年「1940年代前半

における福岡県教育会の活動について一一1940～44年発行の『福岡県教育j掲載記事を

通じて一一」 l によって、その存在をまさぐってみた。そのための手だてとして福岡県

教育会誌に記載された活動の足跡を洗い出す試みをおこなったのである。

ところで福岡県教育会の機関誌『福岡県教育会々報』は大正8年9月より『福岡県教

育』と名称を変えて、継続的に刊行されていた。そして昭和15年1月号から休刊となる

昭和19年7月号までに記載された記事の中から、教育会が行っていた活動を抜き出して

紹介してみたのだが、そのあらましはおおむね以下の通りであった。

1 組織の運営

2 九州沖縄八県聯合教育会

3 神宮参拝

4 満洲視察団の派遣

5 夏期講習会

6 教員部会

7 学校教育の振興

8 軍用機の献納

9 休刊

1940年代前半の福岡県教育会の組織運営と実施していた事業のあらましは把握できた。

しかし、教育の情報回路として『福岡県教育』を捉えるならば、どういう教育に関する

意見・見解がこの機関誌を通じて教員たちに伝えられたか、ということも当然知ってお
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かなくてはならない。本稿ではかなり雑駁な作業となるが、『福岡県教育』に掲載され

た記事、就中、教育に関する論致に着目し、どういう教育観が怯えられたのかを引き出

してみたい。とは言え仔細な思想分析をするには至らなかった。

何らかの教育に関する意見・見解を述べた文章をここでは「論孜」という概念で、括っ

ておきたい。昭和15年 1月号から昭和19年7月号までの『福岡県教育』に掲載されてい

る論孜は468本であった。まとまった論文からエッセイのようなものまで、その幅は広

いので漏らしたものもあるかとは思うが、統計的な処理をすることが目的ではないので

正確さについてはど容赦願いたい。要は扱おうとしている論放の範囲はそういう幅の広

さであるということだ。また、勅語や文部省から発せられた文章や首相、知事らの公式

メッセージのようなもの、その他連絡事項的な記事は除いた。だから統計的にはこの数

字はまったく信用できない。

教育に関すると言っても、教育会の機関誌であるからほとんどが教育に関連する論孜

である。就中今回は国民学校教育に関係するものだけを取り扱うことにした。と言うよ

り、国民学校教育から分析を始めたら、それだけで労力がつきたと言うに他ならない。

国民学校令は昭和16年4月より実施された。そして国民学校に関する議論は昭和13年

12月の教育審議会答申「国民学校、師範学校及幼稚園ニ関スル件」に基づいて検討が進

められていた。

1 論孜の概要

まず、『福岡県教育』がどういう構成で編集されていたのか、昭和15年 1月号の目次、

及び最終号である昭和19年7月号の日次を見ておこう。

（昭和15年 1月号）

要 目（第五百十四号）

0・明日の日本創造....・H ・－…H ・H ・...・H ・－－…...・H ・...・H ・...・H ・－－－近衛公爵

皇祖霊峡・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・佐佐木倍綱

0・旧教育に対する反省より日本的教育の確立……編修官…鎌塚扶

0・教学と道徳（二） ...・H ・...・H ・...・H ・H ・H ・－…京城大文博藤塚鄭氏述

。．神武天皇の船出

福岡県教育史資料叢談・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・伊東尾四郎

・拓殖教育の重要性に就て...・H ・H ・H ・－－…...・H ・－－朝倉農蚕 瀬尾周市

．学習指導に於ける自発性の原理...・H ・H ・H ・－－直方南高女 末広時彦

・貝原益軒と其の人格...・H ・.....・H ・.....・H ・－－……福岡女師井原孝一

．盲学校官立の可能性に就いて・H ・H ・.....・H ・.....・H ・－－福盲尾形孫志郎

県下中等学校小学校長会指示事項・．．．．
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・楠氏研究結論・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・筒井省吾

塚造りの業に仕へ奉りて...・ H ・－－…………………...・ H ・－－黒岩万次郎

団体参宮に就いて・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・神宮神部署

中支に皇軍を慰問して...・ H ・－－……………………...・ H ・－－中支慰問団

伊勢神都「惟神道場」－－

随筆「兵隊と活字」...・H ・－…………...・H ・－…－……...・H ・火野葦平氏

・時局と先哲………...・H ・H ・H ・－－…...・H ・－－…...・H ・－－…………米田寒山

小倉中と戦争文学の花形火野葦平君・……H ・H ・－……・…胡枝子

学校美化暦一覧・・・．．．．．．．

任免・．．．．．．．．．．．

（昭和19年7月号）

要 目（第五百六十八号）

教育翼賛体制の確立・．．．．．．．．．．．．．．．．

「第四回科学教育振興資料」懸賞募集・

．国民学校教育上の主要問題（三五）・・

献納飛行機記録補遺・．．．．．．．．．．．．．．

前会長白坂栄彦氏告別式祭詞…・－

雑纂……………－－

雑誌「福岡県教育」の休刊の言葉………

もっとも、終刊号の貧相さは目を覆うものがあるが、それは時局をあらわしているも

のである。ちなみに『福岡県教育』昭和15年1月号は104頁。終刊号は20頁であった。

頁数は号ごとに増減はあり、 60頁くらいから120頁の間で発行されている。いちいち頁

数のデータを整理することも好まないが、コピーしたものの厚さを見ると15年、 16年、

17年、 18年と微減しているが、 18年

8月号あたりから60頁を越えなくな

り、 19年に入ると号ごとに10頁近く

ずつ少なくなる感がある（写真参照）。

なお、いずれの場合も「論孜」と

判断したものについては．を付して

おいた。だいたいの選択基準が想像

できるかと思う。最終号の論孜には

執筆者名が記されてはいないが、表

紙に記されていないだけで、井上正

n
y
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記という人物による連載論文である（後述）。

また、 Oを付した論孜は他誌（紙）からの転載記事である。全部で468の論孜をチェッ

クしたが、そのうち90が他誌（紙）からの転載記事である。転載元としては『鹿児島教

育Jが16と最も多く、次いで、『熊本教育』『帝国教育』がそれぞれ5、『大分教育』『朝

日新聞（大阪朝日）』が4、『社会教育』『神祇院』『丁酉倫理』『長崎教育』がそれぞれ

3であった。『秋田教育』『宮城教育jなど九州以外の教育会雑誌もいくつかは転載元と

なっている。とは言え、九州地区の教育会雑誌からの転載が圧倒的に多い。

2 福岡県教育会による国民学校案講習会と『福岡県教育』

国民学校制度が昭和16年4月から実施されることが決まり、国民学校についての情報

は地方の教育界においては必要な情報であり、『福岡県教育』がその対応をするのは当

然のことではあった。

国民学校に関する最初の論孜は昭和15年2月号に福岡市の三角嘉走という人物が「国

民学校案の要約及び批評」という論文を発表している。三角は御供所小学校に在籍して

おり 2、終刊号までに17本の論孜を掲載している熱心な投稿者であった。この論孜は文

字通り「国民学校案」を抜き書きし、三角なりのコメントをつけたものである。名称に

ついて「小学校のみ国民学校と改める必要があるであらうか…国民学校、中学校、大学

校では変なものではなからうか」と批判を述べている。根本方針については「斯くまで

反復日丁寧に論述せねばならぬ理由はない筈ではないかと感ぜさせられる」と言い、また、

試補制度や教員の俸給の国庫支弁について意見を呈している。また、 6月号では西文雄

（福岡市赤坂小学校）という人物が「国民学校実施に直面せる私の心構Jという論孜を

寄せている。「学校は皇国の道の修練場であり、そこで皇国民としての基礎的錬成を行

はねばならぬという帰ーの精神がいよいよ明確に指示された」と捉え、「私共はこの後

この中心帰一点なる皇国民としての基礎的錬成を如何なる方法により指導徹底せしむる

か、現在課された重大なる問題となってきましたJと国民学校を受け入れる決意を表明
している。そしてまず「私共は、児童に先立ち先づ皇国民としての錬成を受けねばなら

ぬと思ひます」と率先して錬成を受け、「導く者と導かれる者とが融け合って、師弟一

体の境地」を目指す「教児の一体化」を主張する。第二に「精神陶冶J、第三に「日本

人的性格の陶治Jそして「体育の精神化と愛国化」を訴える。そして「要は先づ教師か
ら皇道に帰ーした皇国精神に燃えねばならぬことにつきる」と締め括っている。

一方、 5月号において「国民学校ニ関スル要綱」が資料として掲載され、情報として

「本会夏の講習会予定」が記されている。夏期講習会の案内は6月号に改めて公表され

た。実際講習会は7月31日～8月4日の5日間に開催された。題目は「国民学校案に関

する研究」であり、以下の題目で講習がなされた 30
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国民学校制に就いて

東京府青山師範学校長

文部省教育審議会委員 三国谷三四郎氏

国民学校の要領

広島高等師範学校教授

附属小学校主事 守内喜一郎氏

理数科算数教育

広島高等師範学校訓導 中野恭二氏

国民学校体錬科の教育

広島高等師範学校訓導 中尾 勇氏

芸能科図画及工作教育の使命

広島高等師範学校訓導 伊達高道氏

国民学校の国語教育

広島高等師範学校訓導 原田直義氏

そして5月号にはこの講師に予定されている三国谷の「皇民錬成の道場 国民学校案

に就て」という文章が載せられている。これは26頁にわたる長いものであるが、講演の

速記録であり、『兵庫教育』からの転載である。「只今学務課長さんより誠に御懇切な御

紹介を頂きまして…」とあり、兵庫県での講習会の記録であると思われる。それを夏期

講習会の予習というわけで、はあるまいが転載している。

この論致では彼が教育審議会委員であり、国民学校案の作成に関わっていることを背

景に、その作成過程について語り、国民学校案を制度、内容、教員問題に整理して説明

している。制度については「国民学校案に含まれて居る制度、即ち教育の義務年限を延

長したと云ふ事は国民学校案其のものをして劃期的ならしめる所以だと思ふのでありま

す」4 と述べ、ついでこれに伴って生じた意見の対立、即ち 8年一貫の教育を行うべき

か、最後の二ヶ年を中等教育として扱うかの議論について言及している。内容について

はまずその根本精神について語っている。「教育の根本方針を最も日本的にこれを力強

く明確にすると云ふ事が、従来の教育の欠点を救済する点から考へて第一番に肝要なる

事であった。斯う教育審議会は考へたと私は思ふのであります」5 とし、「教育の授業全

部、学校教育の全部は、絶対ーの目標に向って集中しなければならぬ。終局のーの目的

と云ふものは、皇国の道に総てが流れ込んで、行くと云ふ事になる事で、而して内容の全

部が深刻の内容となって溶け込むと云ふ、斯う云ふ事が教育の目的とし、根本方針とし

て、国民学校案が強調しているのでありますJ6と断じている。具体的には教科の問題

と学校行事の問題に言及し、その決定過程を述べ、教科書のあり方についても努力中で

ある旨が語られている。教員の問題については時聞がなかったのであろう、試補期間制
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度にさっと触れる程度で終わっている。

更に7月号ではやはり講師に予定されている広島高師附属小学校主事の守内喜一郎教

授が「国民学校案についてJを、広島高師附属小学校の薄井祐二訓導が「修身科の教育
についてjという文章を寄稿している。守内は昭和17年に『理論実践国民学校の教育

第一巻 目的の研究』を刊行している。この文章末には特に記されていないが、続けて

掲載されている薄井の論孜の最後に『鹿児島教育Jから転載されていることが記されて
おり、守内の論致も同じ『鹿児島教育』からの転載の可能性があるが、まだ確認はして

いない。またこの同じ7月号には広島高師教授玖村敏雄の「気暁の教育」、同じく広島

高師教授曾田梅太郎の「算術教育の主眼点」という論孜も掲載されている。いずれも

『鹿児島教育』からの転載である。

玖村は「国民学校案に於ては、国民教育の基礎的錬成に力をつくすと言ふ点に重きを

置いてゐるが、国民教育の基礎になるもので日本臣民の気暁気概を失ってゐたならば、

その他の事が知何に整ってゐても皇国の将来を背負って立つ国民として、気醜の抜けた

単に利口な精神性に欠けた子供が出来てゐるのではないか。」と国民学校案を念頭に論

じているし、曾田もまた「理数科を以て皇国民を錬成するとはどう云ふことか」という

問題意識からこの議論をはじめており、おそらくは鹿児島での広島高師の教員たちによ

る国民学校講習会の記録をそのまんま転載したとも考えられる。

また、 8月号には講師を務めた原田直義が「低学年に於ける読方教育の目標jという

文章を寄稿している。原田は「低学年読方教育の目標については、色々ありませうが、

私は、読む、書く、話す、の三つに尽きると思ひます」と簡単に目標について語り、

「読方実地授業」と題した授業記録を付している。国民学校に関する記述は見られない

が、国民学校案講習会の講師であったことからの掲載であると思われる。転載の有無に

ついては記されていないが、何処かの他誌からの転載であった可能性はある。

9月号と10月号には先述の三国谷が「国民学校案実施に直面して（ー）」、「国民学校

案実施に就いて（二）」といずれも『京都教育』からの転載ではあるが、国民学校に関

する論孜を載せている。こちらの論孜は更に具体的な事項を簡潔に列挙する書き方となっ

ている。小見出しで整理して書かれているので、以下小見出しをあげておく。

（一）

法令化を急ぐ

教科書編纂教授に留意

教員の再教育

議論の時代でない実施期に入る

国民学校の目的

義務教育年限延長

（二）

国民科に就いて言へば

綜合と統合

媒介による統合の三法

再検討を要する綜合教育

教授本意の教育から錬成の教育へ

錬成と修練と陶治
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1940年代前半『福岡県教育』掲載記事の分析

教育の根本方針が大に変った

日本的なものを明確に

白紙の気持で新令を見よ

皇国の道は教育勅語に

教育転換の期

（一） 7では総論的な文脈が語られ、「議論の時代でない」と決めつけた上で「今更ら此

の案に対して彼れ此れ批評がましいことを云ふべき時期ではなく、それはもう過ぎ去っ

た既定の事実として正直に之を受け入れ、原案の精神になりきって、これが円満な実施

について協力してもらひたいのである」（議論の時代でない実施期に入る）と批判的意

見があったことを暗示させつつ、聞く耳を持たない姿勢を示し、「この点を理解せず、

国民学校案を目して反動的、ファッショ的など冶批難する向がありとすれば、その人こ

そ従来の自由主義、人文主義的な思想がやみつきとなり、既に病膏宵に入ってゐるもの

であって、現代の世相を理解せないものであると云はれても、致し方はなからうと思ふ」

（教育転換の期）と批判を許さない。（二） 8では新たな教科である国民科を姐上にあげて

綜合と統合を論じ「綜合は教材を一つにして、分けないで取扱ふといふ、取扱上の外面

的な仕方を云ったもので、統合は、内面的な意味の関聯、融合を指していると解したい」

と区分した上で、「国民学校審議の際に綜合教育論は大にあったが、国民学校は綜合教

育を狙って居るものでない…大体これを認めない方針を取ることにしたものと思はれるJ

と立場を示した上で「この教育は、本来は、児童中心主義の教育、即ち目的論的な思想

から出たものであることを考へると、その点では、国民学校の教育方針と対蹴的な関係

を持つものである。この点、最も警戒を要することであらう」と微妙に錬成の出自をに

おわせる部分に触れている。

3 官製国民学校講習会と『福岡県教育』

また、この福岡県教育会主催の国民学校講習会とは別に福岡師範学校に於いても国民

学校案講習会が実施されていた。しかし、この講習会については『福岡県教育』誌上で

は案内や報告は行われていない。ただ、竹中八州男（浮羽郡千年校＝現うきは市立千年

小学校）という小学校長が参加記を連載していることからその実態がわかった。

竹中は11月号、 12月号に連載した後、翌昭和16年4月号に3回目を載せ、さらに 6月

号、 7月号に至るまで合計5回にわたって参加記の連載をしている9。竹中の記すとこ

ろによれば「三週間と云ふかなり長い期間、当面の校務・任地を離れて、いくらかさう

したことのできる機会を与へられたことは、二十何年の教員生活中始めての経験で、あっ

た」とあり、「毎日午前八時から午後三時まで講義を聴いて宿に帰ると別に仕事がある

訳でも無く、うるさい家事にか冶はることもいらない」と記しているので、長期出張扱

勺
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新谷恭明

いで福岡市内に泊まり込んでの講習会だ、ったようだ。なお、「立案者、そしてやがてそ

れは命令者たる文部省の主催による講習を終了したことによって…」というくだりや、

「本講習会開催に就いて関係される県当局、又直接講義していた fいた福岡県師範学校

各先生、授業参観の便宜を与へていた Tいた附属小学校各位に最初に当って深甚なる感

謝の意を表する次第である」との謝辞から、文部省直接の講習会で、県が設定し、福岡

県師範学校の事業として実施されたもので、実地の授業研究まで含まれているようで、あっ

た10。また、「講習会員中には、年齢や所の関係でお互いに何処の校長か知らないものも

ある」と記しているように校長職を対象とした講習会であったようだ。

「放送局から出された国民学校案説明のテキスト」を用い、「どのー頁を繕いても毅然

たる国家の意志・意図が明示され、愛国・憂国・護国の至情が発露してゐると思ふ。文

部省直接の講習を受けた各府県師範学校教員に対し、各府県に於ける伝講の際、『私見』

を述べてはならぬと文部省の達示があったといふことであるjllとこの講習はきっちり

文部省の指示通り行われることになっていた。竹中はその国家の意志に感銘し、「極め

て素直に単純に遅疑することなく之に随順して着々と其の徹底実行に尽くさねばなら

ぬ」12 と決意を以て望んだようだ。竹中は「国民学校案に示されてゐるやうな心持や精

神を全然持たないで、教育に従事してゐたものは日本教育者の中には只一人も居なかった

と考へるのが至当でJあり、「今度の案実施によって掌を反すやうに、課業の実際まで
変へてしまはねばならぬといったやうなものは決してないものと思ふのである」13 と現

場的には今まで通りのことを確信を持って実践していけばいいのだという理解をしよう

としていた。それは「国民学校令による教育の実際を、今日までの実際とことさらに変

へねば新しい教育ではないかのやうに誤解」することへの危倶であり、「あらゆる教科

教材の取扱方に於て、何も彼も所調皇国の道に帰一せしめゃうとして、牽強付会の取扱

をして教科の本質を逸脱し、大所高所より見て却って皇国の道にそれるやうな弊が現は

れはしないか」14 という危倶であった。

また、この感想に続けて「今度の講習会で各教科科目に亘って、夫々専門の先生方が

替る替る其の専任の教科科目に就いて講習をしていた Tいて、私は大変よかったと思っ

てゐるjと言い出したのは小学校教員の質の問題であった。「一人の学級担任教師に八

百屋式にすべての教科を担任させ、しかも何れの教科も十分教へこなして行くやうに要

求することは、小学校教員には無理である」し、「誰にでも無理なことであると思ふ」

と見ていた。竹中の問題意識は「我が国民文化の程度が、外国に比し全体的に劣ってゐ

るといはれるのは、其の原因は我が国小学校教員の文化の程度が、外国のそれに比し非

常に低級で、あることにあると思ってゐる」ところにあった。しかも、それは低下してい

るというのが彼の危機感であり、教員の質の向上を重要な課題とした。そして国民学校

案説明の中に「一通リ」の知識技能云々という言葉が頻出していることに注目し、「之

を教へ導く教師は一通りどころか二通りも三通りも、否前述のやうに其の謹奥を究め尽

4
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1940年代前半『福岡県教育』掲載記事の分析

くして、今教へんとする此の知識や技能が其遣の初歩であること、基礎であることを十

分心得てか h ることが大切で、あるのである。かう考へて来ると『一通りJは容易ならぬ

『一通りjであることに気がつくのである」として「教員の再教育の必要」を主張する九

おそらく竹中は国民学校という改革が教師の力不足を露呈させかねないことに気づい

ていたのにちがいない。竹中は「其等の知識技能を統一して盲動せしめぬ皇国民的人格

の再教養は吏に根本的に重要なことである」と論点を変えて「日本魂（皇国民的人格の

中核）の錬成jへと論を移した。そして、「国民学校教員の魂の再教育」のためには

「絶大な日本魂が職場々々などで直接発揮発現されてゐる実地実際の雰囲気の中にはふ

り込んで、た f黙ってそれに感触感応させることも有効で、あると信じてゐる」として白

ら前年に参加した海軍協会主催の海軍軍事講習会の体験を語っている。そして結論とし

て教員養成機関である福岡師範学校の校舎が朽ち、生徒の元気がなくなっているのを憂

え、「真に同家百年を憂ふる愛国的制度の改革、端的にいへば予算の計上を為さなかっ

た幾卜年の弊が眼前にまざ..／＂＇－.と表示されてゐると云ふも敢てはずからないのである」

と教育に対する扱いの貧しさを嘆いているのであるい

4 国民学校教育に関する会員による論孜

以上見たように国民学校についての講習会が開催され、情報も楼々流されていく中で

教育会員の中から国民学校案についての論孜が投稿され始める。

総論的なものとしては国民学校案についての議論が出始めたころではあるが、末永菊

槌（粕厘郡）という人物が4Mせに「日木精神の再検討」、 6月号、 7月号に「全体主

義の性格とその日本化一一皇民錬成の指標的原埋のーとして－Jという論丈を連載し

ているので、同氏学校との関係を見たが、「国民学校」の文字は一言もな場せず、内容

も全体主義舟交を論じたものであった。国民学校案を見る以前に用意された原稿であっ

たとも考えられるが、後述するがこのような社会観や教育観を吐露する論孜もしばしば

ある。たまたま国民学校案の公表と重なったのであろう。

国民学校案についての講習会や群発の影響を受けて書かれたと思われるものとしては、

小倉師範専攻科の宮本宗雄という人物が昭和15年11月号に「国民学校教育と統合Jとい

う論孜を載せている。目次は以下のようになっている。

一、国民学校の特色

（一）帰一統合

（て）生活・児童性

（三）負担の軽減

二、統合教育

（ー）統合と綜介
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新谷恭明

（二）統合の領域

結論

A 害観的方面

1 教科の統合

2 教育の場所の統合

3 教科・教科目・教材の統合

4 行事と教科との統合

5 教科書と統合

B 主観的方面

1 教師の知識の統合

2 教師の方法上の態度の統合

3 教師の人生観・教育観

まず「一、国民学校の特色」において「教育の全部面に亘り帰 a統合の精神が貫徹し

て居る」ことと、「生活に即した教育、児童性を重視した教育の精神が顕著で、あるJと
いう総論的な国民学校の理念と、「負担の軽減jという項をもうけている。これは「皇

国の道に帰一し人間中心の教育と国民的教育との矛盾を統－した」ことと、「教科教材

を整理按排した」こと、そして「一時間の授業を正味岡十分としたJという、いわば整
理、精選という点を挙げた上で以下の負担の軽減を提示していることである。軽減とい

う発想はここまで紹介した論者には無かった。

0合同作業、団体訓練、実習等社会性の陶冶を多くし、主として身体的方面の部面

を多くして知識偏重の弊から救ひ負担の軽減を図ってゐる。

。儀式・学校行事等を重んじ之を教科と一体として教育の実を挙ぐるに力めること

によって負担の軽減を図ってゐる

。芥教科の分離を避けて相互の連聞を緊密にし各科分離による教授の負判の軽減を

図る。

「二、統合教育Jではまず「綜合とは横の連関であり、所謂教材の性質的綜合を重視

する」がゆえに児童性を重視し、「統合とは縦の連関であり、教材の…実に人格的統合

である」として「従来の綜合教授や分科教授の欠点に陥らぬ様にその長を採り短を拾て

たものであるjと整理した上で、「児童の生活をあくまで自然の姿に於て伸ばして行く

事は必要であるが、その色々な行の中児童性の弱点として価値あるものを見逃し易いの

をそのま、肢任せず、教師によってみっちりと味はせて行かなければならない。jと

「や冶もすると児童中心主義に陥」る危険性を警告している。このあたりにζこまでの

-26 -

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



1940年代前半『福岡県教育J掲載記事の分析

教育に児童中心主義の影響が強かったことと著者自身も含めて児童中心主義の正当な理

論的脱却を目指そうという姿勢が見受けられる。

錬成についても、「児童中心主義の所謂児童の中にある力、伸びる力をそのま、引出

し伸ばすだけならそれは育成で、はあっても錬成ではない」として「一旦は型にはまり、

その次にはそれを超越した止揚されたものに到達されなければならない」という説明を

している。

この宮本宗雄は翌昭和16年4月号にも「国民学校案雑考（ー）」という論孜を寄せて

いるが、こちらの文章は実質三頁程度の短いもので、「国民学校なる名称につきて」と

「皇国の道につきて」の二項のみの論孜である。彼は民族意識に言及する中で「単なる

国民的、民族的なものと、世界的なものとの綜合的立場の、所謂止揚された弁証法的立

場の国民的民族的立場でなくてはならぬ」と言い、どうやら国民学校という改革に対し

ては弁証法的なものの考え方を重視する人間であったようだ。

また、これより先の9月号に福岡女子師範附属小学校の相浦敬次郎が「低学年教育経

営の新体制」という論孜を発表している。こちらは低学年という限定ではあるが、総論

的なものと言えよう。彼は国民学校制度を教育イデオロギーの転換と捉える。「立身出

世を第一の目的としたので過去の小学校教育ではかったかと思はれる。これは個人主義

イデオロギーによるものであらう。今度の国民学校案の皇民錬成のイデオロギーは当に

皇民としての生長であるJ（文章は原文のまま）から「今こそ教育イデオロギーの転換

期である」と位置づけた。そして各教科の趣旨を説明した後、「綜合教育といふと従来

の分科的教科学習と対立する自由主義的なものと解され易いのであるが、綜合教育はナ

チスの様な全体主義的国家に於いても行はれてゐるので必ずしもさうではない」として

いるへそして「私達の今日求めている真の綜合教育といふものは、教科を否定するも

のでもなく、自由主義に立脚するものでも、唯物主義に立脚するべくものでもなく、従

来の分科的取扱ひと、自由主義思潮の下に生れた綜合的取扱ひを超克止揚して、教育全

体の立場から之等を再認識し、一丸としたもの」と理解することで「新体制の綜合教授

であるべきである」と受け入れていた。やはり、新教育の成果を前提に「止揚」という

手続きを経て国民学校案を理解したと考えていいだろう。

国民学校実施直前の昭和16年3月号に森隼三「国民学校実施を目前に控へて」が掲載

された。森は福岡県教育会の副会長であり、その見解は注目していいだろう。森はまず、

義務教育が8ヶ年になることを第一に評価している。第二に其の中心思想が「皇道に帰

ーする点」となっていることである。しかし、それは彼自身の不安と裏返しになってい

る。すなわち彼の不安は「皇道に帰一するの精神が大切だといふので国家を如何にする

かお国の為めにそんな事でよいかなど徒に悲憤懐慨して各教科各科目本来の目的を没却

する様なことはないか老婆心かも知れぬが憂慮に堪えぬ」というところにあった。その

ために教科教授の研究が必要になるということ、また時間数が一律40分になることにつ
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新谷恭明

いても「児童の負担軽減を目的として四十分にせられたけれども、八つも年齢と体力の

差のあるものを一様にすると云ふことはどんなものか」と批判的に述べつつ、それに対

応する現場での実験的研究が必要だとしている。森の発言は教育会副会長という立場を

念頭に理解すべきとは思うが、その批判的に見える部分は現場での研究がかなり重要に

なってくると云う危機感のあらわれであったと見ておきたい。

4方、新たに改編を余儀なくされる各教科についてであるが、既に国民学校案に先駆

けて投稿していた三角嘉走は9月号に「小学修身書より国民科修身書へ」という一文を

草し、小学修身書の編纂趣意がと国民科修身の根本精神を比較して「国体観念の明徴」

から「皇国の道義的使命の自覚」へと変わっていることをあげ、そのための教材の精選

と取扱いについて自説を提唱している。続いて11月号に「国民科修身書の誕生まで」と

題する文章を書いている。日本に於ける修身書らしきものの略史をなぞったものである

が、最後に「昭和16年に発刊される教科書は私の知り得た範囲内では一二年の分は『ヨ

イコドモ』であり三年以上が初等科修身、高等科修身となってゐるやうである。その内

容については未だ不明であるが如何なる修身書が生れ出づるか我々の期待する所は大き

いのである」17と国民科修身科教科書の編纂に高い関心を示している。いずれにしても三

角の新教科書への期待が描かれている。

また、同じ昭和15年9月号に掲載された大鶴正弘（小倉師範附属小学校）「体錬科武

道の過渡期に於ける考察」は新たに導入される武道についての論孜である。彼もまた

「弦に浅学非才をも顧みず文部省主催講習に基づいて、小学校武道の現状に鑑み体錬科

武道への過渡期に就いて考察して見たいと思ふ」と書いているように文部省主催の国民

学校案講習会に参加したらしい。そして剣道と柔道は別々の教材ではなく一体として武

道なのだとその理念を語りつつ、「然し乍ら要目が出て日も浅いので無理からぬことで

はあるが、教材の研究が足りなくー動作についてもその目的精神がはっきりしてゐない

為に型ばかりで魂が入ってゐない」と現状のとまどいを否定していない。次いで翌日月

号には続編として「体錬科武道の教則について」を投稿している。教則とは言いつつ、

おおむね武道の精神について述べている。

理数科については昭和15年11月号に阿部哲郎（福岡女子師範学校訓導）「小学算術署

に現はれたる作間教材」が載せられた。冒頭に「作間こそは新算術書の最大の特色のー

であると称揚するもの冶実際は『どう取扱ったらよいか』又特に作問教材の中に含まれ

る構想問題に於ては特に、時間のみとり実際教育的に能率が上らずとの嘆声は多くの人

の洩す言である」というぼやきが入札かといって新設の理数科算数でこれが「軽視さ

れるとは考へられぬ」という課題意識で書かれている。しかし、実践例を挙げてはいる

が、取り立てて国民学校案の何かと結びつくようなことには言及されていない。

同じく 12月号にも山浦喜代記（三瀦郡）「国民学校理数科理科の実践について」とい

う論孜が載っている。「国民学校理数科の必然性」「かくありたい理科教育」と論を進め
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1940年代前半『福岡県教育』掲載記事の分析

るが、「その目的観、本質観、それに準拠した具体案、実地運行、施設経営、すべて充

分なる国家的一城島的一日本国家から見て、郷土から見て一一検討がなされると共に、

科学的、認識論的に教育的、心理的に……しかも理数科である以上、現代最も進歩した

自然科学的に吟味構成されねばならぬ」と論点が定まらず、「真に科学的態度を会得し

た児童」を育てねばならないと言い、「忠義を自己の専売特許のやうに自負する空想的

愛国主義者の中には変な論理を弄して見栄をはる者が多い」と狂信的ナショナリストに

反発を示しつつ、「我々は須く理科教育の長期建設を図るべきだ」としてあるべき日本

的理科教育の原理については次号でと予告して筆を置いている。しかし、続編が掲載さ

れたのは、一年有余の聞をおいた昭和17年3月号においてであった。それなりに工夫し

た授業案を例示して説明しているが国民学校の理念との結びつきはよくわからない。本

人も理数科教育の趨勢については「具体的に個々の教材教授法まで国民学校案の精神が

おどってゐるのを見たことがないJと批判ししており、「私は具体にまで進みたい」と
決意までして終え、「以下次号へつずく」とはしたもののその続編を執筆するには至っ

ていない。

5 国民学校論の展開

以上のように、国民学校案が提示されてから国民学校が発足するところまで国民学校

についての情報が『福岡県教育』を通じて流された。それはいかに国民学校というもの

をいかに理解し、どう受け入れるかという視点に立つもので、あった。しかし、国民学校

制度が実際に開始されると、福岡県の教育界でも改めて国民学校というか国民教育につ

いて考える向きも出てきた。

まず、昭和16年5月号に三井郡の緒方書一郎という人物が「新体制下に於ける我国民

教育の基礎理念」という論文を掲載した。緒方は7月号の肩書きによれば、「三瀦中学J

所属であり、中学校教員であったと思われる。この論孜は8月号まで4回にわたって連

載された。本人も長文となることを踏まえてか、あらかじめ目次を提示している。

一、序論新体制下に於ける国民教育者

二、本論

第一章新体制下に於ける我国民教育の基礎精神

第一歎教育理論と国家理論

第二歎世界観的前提

第三歎反自由民主及共産主義 （以上五月号）

第四欺我国民教育精神の積極的構成要素

第一項総論

第二項皇道経上主義
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第三項全体主義

第四項権威思想

新谷恭明

（以上六月号）

（七月号）

第二章新体制下に於ける日本教育の根本性格

第一欺中心帰一観

第二歎全個一体観

三、結論 （以上八月号）

しかし、この論致には「国民学校」という語句はあまり多くは出てこない。諒々と持

論を説いて、それを国民学校案ないし国民学校令に結びつけていくという書き方である。

序論に於いては教師の人格について吉田松陰を泊々と語った後「此処に於て手、新体制

を通じて東西新秩序建設への進軍の推進力たる国民教育にたづさはる教師として、又国

民学校案の真精神を体し、此の案が庶幾する目的を達成し得るところの教育者は…」と

結んでいる。以下回民教育に関わる持論を丁寧に説明してゆき、 8月号に於いて「此の

帰一中心観の理念を国民学校案の言葉を借りて之を表明すれば即ち国民学校令第一条に

『国民学校ハ皇国ノ道ニ則リテ普通教育ヲ施シ、国民ノ基礎的錬成ヲナスコト』であり、

又国民学校ニ関スル要項四の（ー）に『教育ヲ全般ニ亙リテ、皇国ノ道ニ帰一セシメ、

其の修練ヲ重ンジ……』とである」と中心帰一観のまとめとし、全個一体観のまとめを

「亦之を国民学校案の言葉にて表現すれば即ち『教育ノ全般ニ亙リテ皇国ノ道ヲ修練セ

シメ特ニ国体ニ対スル信念ヲ深カラシムルコト』である（国民学校案国民学校令施行規

則総則第二項）Jとむすんでいるが、国民学校に言及しているのはこれだけである。

国民学校についての議論がやや落ち着いた昭和16年9月号に井上正記という人物によ

る「国民学校教育上の主要問題Jという論孜が掲載された。この論孜もあらかじめ目次
が載せられている。

序言

第一、日本的世界観に関する問題

一、世界観に対する関心

二、世界観の種々相

三、日本的世界観の特質

第二、日本的教育ノ理想観

一、教育理想想定の基本問題

（一）一般的と特殊的

（二）抽象的と具体的

（三）理論的と事実的

（四）全的と個的

-30一

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



1940年代前半『福岡県教育』掲載記事の分析

二、国民学校令第一条と教育の理想、

第三、方法観の基本問題

一、囚はれたる方法観

二、方法観革新の根拠

三、方法の類型

四、施行規則総則と方法観

第四、教育経営に関する問題

一、経営に対する伝統的欠陥

二、経営の中枢的意義

三、学級学校経営の諸問題結語

結論

著者の井上正記は当時門司市の視学であったが、既に何冊かの著書もあったI¥

序言の冒頭に於いて井上は「今や教育界未曾有の革新的機会に際会し、白熱的熱意を

以て、理論に実際に研究が討議されなければならぬのであるが、何となく低調で、瀧潮

たる気勢を見ることが出来ない感じがするのは、私一人の主観ではなささうである」と

いう危機感を述べ、「た T刻下の急迫せる時局に際会し、静かに教育の前途を考へる時、

何か書かずに居れない様な気持がーぱいになって目次に掲げた様な諸問題に対し卑見を

述べること、したのであるJと執筆動機を記している。そして井上は毎月この論孜を連

載していくのである。連載は実に35回に及び、『福岡県教育Jが休刊するまで続いたの

である。予定した目次内容も 9回目の号あたりから少しずつ変更が加えられていく。変

更と言うより新たな項目が追加されるという感じであったが、 17回くらいからは構成自

体に少しずつ改編が行われるようになっていった。 32固から、「第五 国民学校教育と

決戦教育の諸問題」という章が追加された。これは「最後に現下最も重要なるものとし

て取り挙げられてゐる決戦教育の諸問題につき、国民学校教育と関聯づけつつ、私考を

続け、読者の叱正を仰がうと思ふ」と書いているように、決戦教育に臨んで、の補遺的な

章であった。

第32回（昭和19年4月号）に掲載した追加目次は以下の通り。

第五 国民学校教育と決戦教育の諸問題

一 国民学校教育の性格

（一）伝統的学校の社会的性格

（二）国民学校教育の三重的性格

1.教育審議会に於ける改新意見

2.国民学校令公布に伴ふ文部省訓令の重点的意味
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新谷恭明

（三）国民学校教育の二重的性格

1.国民学校の持つ平時色と戦時色

2.国民学校令第一条の戦時的意味

3.国防問題と教育

一 決戦教育の諸問題

（一）敢闘精神昂揚の問題

（二）生産増産の問題

（三）戦時訓練の問題

（六）行事訓練の問題（教科時間外利用）

（七）軍人援護に関する問題

（八）体育重視の問題

（四）科学振興の問題 （九）消費節約貯蓄増強の問題

（五）教科軽減の問題 （十）其他の問題

一 国民学校の性格と決戦教育との相関々係

（国民学校教育の本道）

実際には「二 決戦教育の諸問題」に入ることはできずに『福岡県教育jは休刊となっ

た。『福岡県教育』は 1月号65頁、 2月号56頁、 3月号40頁、 4月号41頁、 5月号36頁

6月号29頁、 7月号20頁と頁数を減らしていった。最後の号まで井上のこの論孜だけが

唯一まっとうな論孜として精彩を放っていたことは特筆できる。

昭和19年に入ってからの論孜の数は以下のようになっている。（ ）内の数字は他誌

からの転載記事である。 5月号は五本の論孜が載っているが、冒頭に挙げた昭和15年1

月号の目次と比較すると内容が貧弱になっていることが一目瞭然でわかると思う。その

中で骨のある（！）論孜を掲載し続けた井上正記は福岡教育界の大きな存在であったの

だろう。

1月号 6 (2) 

2月号 2 (1) 

3月号 7 (2) 

4月号 3 

5月号 5 

6月号 2 

7月号 1 

井上もまた日本的世界観というようなものの提唱から論を進めている。その意味では

先述の諸方や、仔細には述べなかったが末永菊槌の論孜などはいずれもそれぞれの世界

観を整理・再認識することから国民学校ないしは国民教育の課題に取り組んでいること

が注目できる。それは文部省の筋から降りてくる施策の説明とは異なる位相を持ってい
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1940年代前半『福岡県教育J掲載記事の分析

た。地方から教育政策を見るときに逆説的ではあるが、世界観から論を進める手法が必

要だ、ったのかも知れない。

6 小括

今回の分析を通じて見えてきたのは、『福岡県教育Jの記事については転載が多かっ

たこと、有力なライターがいたことをとりあえずあげておきたい。また、今回は国民学

校の発足にかかわる記事についてのみ検討したが、多くの主題が扱われていた。それら

については次稿に於いて検討することとする。

〔注〕

1. 「九州大学大学院教育学研究紀要」第15号

2. 同年十」月号に投稿した論文には所属は「福岡市御供所校」となっている。

3. 『福岡県教育』昭和15年8月号 74頁

4. 『福岡県教育』昭和15年5月号 9頁

5. 同 16頁

6. 同 18頁

7. 『福岡教育j昭和15年9月号14～19頁

8. 『福岡県教育J昭和15年10月号 7～11頁
9. 『福｜吋県教育』昭和15年11月号 33頁～38貞［、同12月号 34頁～38頁及び昭和16年4月号66頁～72

1：頁

10. 『福岡県教育』昭和15年11月号33頁

11. 同 37頁

12. 同 38頁

13. 『福岡県教育J昭和15年12月号 37頁
14. 『福岡県教育』昭和16年4月号 66～67頁

15.以下『福岡県教育』昭和116年6月号 27～36頁

16. 国民学校案では 1、2年生では綜合教育を採用するとしている。

17. 『福岡県教育j昭和15年11月号 50頁

18.井上正記の略歴、著作は以下の通り。

［略歴］

明治22年福岡県生まれ

明治45年福岡師範本科第一部卒

大正12年福岡師範訓導

昭和2年 久留米市小学校校長

昭和14年門司市視学

昭和21年退職

昭和25年筑吉高等学院創設院長

昭和32年退職

［著書l
f生命の道徳教育』、『敬と愛の学校教育j（昭和8年佐藤末吉と共著）、『新しい教育読本 母の

ために』（昭和23年）、『趣味の社会読本』、『私達の天皇j（昭和39年）など。

以上井上正記『私達の天皇』の著者紹介欄より。著書の刊行年は知り得たものを補充した。
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